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１．はじめに………………………………………

　去る４月16日（土）の白石地区連合町内会総会と

４月22日（金）のネットワーク協議会の総会におき

まして、勇退されました黒澤昌保前会長の後任とし

て、連町会長とネットワーク協議会の会長に選任さ

れました中澤です。

　白石地区連合町内会は、今から55年前の昭和31年

「白石町地域連合会」の名称で設立されています。現

在の白石区、厚別区の連合町内会のルーツ的な存在

で、最も歴史と伝統のある連合町内会といっても過

言ではないでしょう。

２．町内会の加入促進……………………………

　先日の新聞報道にもありましたが、札幌市内10区

の中で町内会の加入率について白石区は、残念なが

ら最下位という報道でした。

　４月に赴任されました堀口洋一白石区長さんも町

内会の加入促進を最重点項目の一つに上げています。

　現在、白石区８連町の中で町内会の加入率の順位

としては、白石地区は北東白石、菊の里、北白石の

次に位置し４番目となります。

　具体的な数字としては白石区全体が加入率52％で

す。白石地区は57％ですが、白石地区の地域的な特

徴としては、加入率の高い戸建て住宅と加入率の低

い集合住宅の混在地域といえます。

　連町内にプロジェクトチームを結成し、加入率60

％を目標に総力を結集していく所存です。

３．超高齢社会を迎えて…………………………

　我が国の社会構造を「少子高齢化」という言葉で

表現してもう何年になるのでしょうか。

　４年後の平成27年には「団塊の世代」と言われた

人たちが一斉に65歳を超え、高齢者の仲間入りをし

ますので、４人に一人が高齢者となる超高齢化社会

を迎えます。

　その結果、単町、連町とも町内会の立場や役割は

従来の親睦的な要素から、必然的に社会的に弱い立

場にいる人たちへ手を差し伸べる福祉的な要素が濃

くなってくるのでしょう。

４．ネットワークの現状と課題…………………

　平成16年の３月に発足した白石地区ネットワーク

会議（現在のネットワーク協議会）も、平成23年度

には早くも８年目となります。

　６部会の事業の主なものとして、情報交流部会が

平成20年度から実施している「まちづくりふれ愛音

楽会」、防災部会の「災害時の要援護者支援」事業、保

健福祉部会の「医療講座」、生活安全部会が平成20年

の12月に立ち上げた「青パトの会」など目白押しです。

　青少年女性部会が７年前に始めた「通学パトロー

ル隊」も、地域に定着した事業として高く評価され、

平成20年６月には全道表彰を受けました。

　体育振興部会の「いきいき健康まつり」は老若男

女300名以上の参加者があり、白石地区の代表的な

行事に成長しました。

　また、この２年で４名の部会長が交代しました。

組織の活性化には、ある程度の新旧交代も不可欠な

ことです。そして、私たちは現状に満足することなく、

事業の内容を吟味し評価し続けることが肝要ではな

いでしょうか。

　換言すれば絶えず「さらなる変革」を求めるチャ

レンジ精神を、ネットワーク関係者は持ち続けなけ

ればなりません。

会長就任のご挨拶
■　白石地区連合町内会 　■　白石地区ネットワーク協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　中澤　廸也
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白石地区
ネットワーク協議会

情報交流部会長

菱沼洋一郎
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　平成23年度白石地区連合町内会定期総会は、

去る４月16日アサヒビール園を会場に開催され

ました。

　冒頭、黒澤昌保会長より「平成22年度の計画

した事業については皆さん方のご協力を頂き、

全て終了する事が出来ました。本日の総会につ

きましても、各議案のご審議を宜しくお願いし

ます」との挨拶がありました。

　議案のすべてについて、満場一致で承認され

ました。最後の議案平成23年度の役員選出につ

いては、下記役員が再任・新任されました。

　総会終了後、長年にわたり町内会活動に貢献

された方々に堀口区長より表彰状及び感謝状の

贈呈があり、町内会役員在職20年以上活動され

た、白石中央南親交会の宇佐国男さんに表彰状、

13名の方々に感謝状が授与されました。

　その後、23単町関係者及び白石地区内関係団

体の代表者が一堂に会した懇親会が開催されま

した。

白石地区連合町内会
定期総会開催

　●　白石地区連合町内会　副会長　浅沼　英樹

　平成23年４月22日（金）白石区民センターホー

ルで平成23年度「白石地区ネットワーク協議会」

の定期総会が開催されました。

　冒頭、黒澤昌保会長の挨拶の後、議案では、

平成22年度事業、収支決算、監査報告、23年度

主要事業計画、収支予算、役員選出のすべてが

満場一致で承認されました。

　なお役員選出については、下記役員が再任・

新任されました。

会長　中澤　廸也　新任　  会計　浅沼　英樹　再任

副会長　栗山　文雄　再任　  監査　堤　　繁雄　再任

　〃　　木村　幸男　新任　  　〃　　杉谷　茂夫　再任

　また中澤廸也新会長より会長就任の挨拶の後、

事務局長、６専門部会長の発表がありました。

事 務 局 長　　伊藤千鶴子　　再　任

情 報 交 流 部 会 長　　菱沼洋一郎　　新　任

防 災 部 会 長　　中上　俊雄　　再　任

生 活 安 全 部 会 長　　岩渕　清宣　　新　任

保 健 福 祉 部 会 長　　長濱　　正　　再　任

青少年女性部会長　　石藤　政昭　　再　任

体 育 振 興 部 会 長　　坪田　敏男　　再　任

　その後、懇親会が開かれて各種団体より103

名の参加者により交流を深め、盛会のうちに終

了しました。

白石地区ネットワーク協議会
定期総会開催される

　●　会　計　浅沼　英樹

　■ 連合町内会定期総会開催風景

会　長　中澤　廸也（コープ野村南郷町内会) 新任

副会長　浅沼　英樹（白石中央第一町内会） 再任

　〃　　加賀　靖之（白石中央東親交会）　 再任

　〃　　長濱　　正（共栄第三町内会）　 新任

　〃　　木村　幸男（南郷友和会） 新任

監　査　杉谷　茂夫（白石中央第二町内会） 新任

　〃　　岩澤　昌策（白石中央南親交会） 新任

　■ ネットワーク協議会定期総会開催風景
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　青パト数20台、

会員総数58名で

結成された白石地

区青パトの会も今

年で設立３年目を

迎え、去る５月

17日、白石会館

を会場に、会員約

70名が出席し定

期総会が開催され

ました。佐藤会長最後の開会挨拶に続き、鈴木

副会長が議長に選出、提案議案はいずれも満場

一致で可決承認されました。その結果、新体制

は、

会長　岩渕　清宣（新任）　副会長　鈴木　昭久（留任）

理事　岡田　均士（留任）　　同　　奥村　良吉（新任）

監査　長浜　　正（留任）　　同　　金岩　恵栄（留任）

と決定しました。この後、来賓出席の白石警察

署岩井生活安全課長の講話が行われ同課長は、

『警察署管内では、今年になって盗犯が増加傾向

にあるものの青パトの活動する白石地区は減少

している』と強調されていました。私達の青パ

トの活動が間違いなく、地域の安全と安心に貢

献しているものと意を強くした総会であったと

思います。今後ともよろしくご支援願います。

白石警察署少年補導員
ってなぁ～に

　●　少年補導員白石支部　木村　幸男

　警察署少年補導員は各警察署長から委嘱され

る全国的な団体です。全国で約６万人、北海道

４千人が各警察の署長から委嘱されています。

　白石区の場合は白石警察署長が委嘱し、地域

の青少年の健全育成を目的に活動している団体

です。

　白石区は現在８支部に分かれられ、少年補導

員の定員は、120名です。その内白石支部はさ

らに４ブロック（中央、本通、共栄、南郷）に

分け、現在23名の少年補導員が活躍中です。

　青少年の健全育成を目的とした少年補導員の

活動の特色として、次の二つを上げることがで

きます。

　一つは「少年の居場所づくり」を目的とした

JUVP事業と二つ目は、小学校の非行防止と被

害防止を推進するチャイルドガイド事業が上げ

られます。

　白石支部では毎月第４金曜日を「街頭補導の

日」と決め、４ブロック輪番制で公園やゲーム

センターなど少年のたまり場となるところを巡

回パトロールしています。

　また、年末には警察に協力して白石地下鉄周

辺を中心に歳

末警戒のパト

ロールを行

い、その後白

石支部独自の

研修会を開催

しています。

　また、今年は８年目を迎えるネットワーク協

議会の「通学パトロール隊」にも参加し、小学

校５校の児童たちの下校時の安全・安心を守る

ため、積極的に協力しています。

白石地区青パトの会
定期総会について

　●　白石地区青パトの会　会　長　岩渕　清宣

　■ おそろいのベストを着用した白石支部のメンバー
８月31日（水）

場所：南郷小学校グランド

多数のご参加お待ちしております

お知らせ

白石区防災訓練の実施
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行事予定
平成23年

編集後記
　この度の東日本大震災で被災された皆様

にお悔やみ、お見舞い申し上げます。一日

も早い復興を心よりお祈り致します。

　さて、今年度役員改選に伴い広報誌「ネッ

トワーク」の編集委員も新たなメンバーに

なり12号発行になりましたがわからない事

ばかりで苦労致しましたが、前任の木村副

会長以下役員の皆様の協力をいただき刊行

することが出来ました事感謝致します。今

後とも地域の情報、ご意見等の提供を宜し

くお願い致します。

　　　　　　　　　　　情報交流部会一同

６月10日（金）～８月11日（木）（3ヶ月間）
　パソコン基礎講座　於：ふれあいプラザ
　・主催　ネットワーク協議会

７月８日（金）

　白石地区「三者交流会」　於：白石会館
　・主催　青少年育成委員会　【白石連町担当】

７月15日（金）

　夏期交通安全街頭啓発　南郷通り
　　　　　　　　　　　　アサヒビール園前

７月16日（土）～７月17日（日）

　白石区ふるさと祭り　区民センター（駐車場）
【白石連町・会場担当】

７月～８月予定

　連町施設見学　見学先：未定

８月予定

　社会福祉研修会　医療講座

８月31日（水）

　白石区防災訓練の実施　於：南郷小学校グランド

９月４日（日）

　白石地区「いきいき健康まつり」　於：白石小学校
　・主催　白石地区連合町内会・ネットワーク協議会

10月１日（土）

　白石地区「第四回まちづくりふれ愛い音楽会」
　　　　　　　　　　　　　会場：白石中学校
　・主催　白石地区連合町内会・ネットワーク協議会

　“第７回白石雪で遊ぼうin南郷小学校”が１月

13日（木）同校グランドにて、開催されました。

今年から主催がネットワーク協議会青少年女性

部会となり近隣町内会、地区社会福祉協議会、

子育て支援係や地域の関係団体の協力のもと行

われました。

　当日は、吹雪模様で開催を危ぶまれましたが、

スタッフ・参加者合わせて約290名の熱気に、

天気が徐々に回復し雪国らしい天候の中、乳幼

児や小学校低学年と地域の方々、ボランティア

のお兄さん、お姉さんたちが世代を超えてとも

に楽しい時間をすごしました。

　今年も、一番人気は「汽車ごっこ」で、従来の

１コースから２コースに増やしましたが、それ

でも順番待ちが出来るほどで引き役の中学生の

お兄さんが大活躍でした。そのほか、北国なら

ではの「色雪遊び」「スノーフラッグ遊び」「雪像

コンテスト」等で遊びを楽しんでいました。また、

参加した乳幼児や低学年にはゲーム終了後にお

土産があたり嬉しそうな笑顔が印象的でした。

　今年はスタッフ手作りの豚汁が大好評でおか

わりを制限するくらいで、実行委員の方々は具

のない豚汁をすすることになりました。

　最後に、場所の提供を含め運営に全面協力を

して下さいました、南郷小学校。ボランティア

参加の柏丘中学校、白石中学校、白石高校、東

高校、東海第四高校の皆様大変ありがとうござ

いました。

第7回 ― 白石雪で遊ぼう
　　　　　　　 in 南郷
　●　白石地区ネットワーク協議会青少年女性部会　部会長　石藤　政昭

◀ ボランティアのお兄さん
　 たちと雪遊び風景

▶おいしく豚汁を食べている
子供たち


